平成21年度　あいち農地・水・環境保全向上対策委員会議事録

開催日：平成21年11月9日(月)　

場　所：三の丸庁舎B203会議室　

＜　議　事　＞
【説明】
　(1) 農地・水・環境保全向上対策事業の平成20年度実績について

　　ア 共同活動の実施状況について
（委員）
混住化が進んでいるところはこの事業への参加人数が少ないと思います。昨年度と比較して参加人数はどのようになっていますか。
（事務局）

　　　今年度から国の報告様式が変更されまして、参加人数の把握できるデータが揃わなくなりました。中間評価のアンケートの中で参加等に関する項目がありますので、調査結果により回答させていただきたい。
（委員）
　　　そのアンケートはこの事業に参加している組織へのアンケートであると思いますが、事業に参加していないところが非常に気になります。事業に参加していないところへも取り組みに関する独自アンケートを検討していただきたい。
（委員）
　　　活動組織の支出には工事に関係する委託費がありますが、この事業が行われる前は、このような工事はどのように対応されていましたか。
（事務局）

道路や水路については、管理者が対応していました。市町村や土地改良区が主に管理者になっておりますが、優先順位等の関係上、すぐに全てに対応することが非常に難しいため、この事業を活用しております。
（委員）
　　　この事業は地域みんなで農地や農村環境等を守るための事業であると認識していました。しかし、委託費が多いため、行政ではなく地域から委託をして、施設等を修繕する事業であると感じられます。要するに、委託の発注元が変わっただけになっているように感じられます。委託費が多くなるということは、事業趣旨から外れていくのではないでしょうか。委託費には上限はあるのですか。
（事務局）

委託費に上限はありません。地域みんなで農地等を守っていくという事業でありますので、業者委託がどんどん増えていくことはいいとは思っておりません。
【説明】
　(1) 農地・水・環境保全向上対策事業の平成20年度実績について

　　イ 営農活動の実施状況について
（委員）

生産者は一生懸命作物を生産していますが、売れないのが悩みであると聞いています。安全安心、地産地消に重点をおいて作物を生産していますが、消費者には浸透していないのが現状です。消費者に伝わるような活動もこの事業で行っていただきたい。
（委員）
生産者にとっては作物をいかに売るかがポイントになってきます。作物の生産だけでなく、販路まで考えないと片手落ちになってしまうため、この事業を活用してバックアップをしたらよいと思います。
（委員）
ほ場内に設置されている標示票について、地元の方などは、この事業でどのようなことが行われているかわかっていますので、地元の方が通る道だけでなく、一般の方が通る道にも設置できるよう工夫した方がよいと思います。

（事務局）

今回の資料には、ほ場内に設置されている写真しかありませんが、人通りの多い場所に設置されているケースはあります。しかし、場所などの制約がありまして、なかなか全てのところで対応はできませんので、ほ場に設置しているケースが多いです。
（委員）
営農の関係のアンケートは少し細かすぎる気がします。選択ではなく記入する部分も多く見られますので、もう少し簡略化した方がよいと思います。

（事務局）

国のアンケートを基に県のアンケートを作成しております。内容を確認していくつかは省略しておりますが、省略できない設問もありますので、その点で細かくなっている部分もあります。

【説明】
　(2) 平成21年度農地・水・環境保全向上対策事業の優良活動表彰会について
（委員）

子供が表彰会に参加したことは非常によいことであると感じました。
【説明】
　(3) 農地・水・環境保全向上対策事業の中間評価について
（委員）
アンケートについて、委託費が多いため、委託の内容等がわかるようなアンケート項目を考えた方がよいのではないでしょうか。
（事務局）
繰越金がある場合、活動組織は理由を整理して繰越を行っております。その理由は、地域に多くの施設があり、一括して委託をする計画であるため、計画的に繰越を行っているという理由もあります。理由を整理することにより、ある程度は推察できます。
（委員）
委託の内容がわからないため、委託の内容がわかるようにした方がよいと思います。
（委員）
この事業の継続を要望しない理由は聞いていますが、要望する理由は聞いていませんので、そちらも記入していただいた方がよいと思います。
［全体について］
（委員）

高齢化や混住化に関する項目を追加することにより、委託費が増加する理由はわかりやすくなると思いますがどうでしょうか。
（事務局）

対応できるかどうかを検討いたします。
（委員）
この事業を行っている集落等は農村環境の維持等を考えていることがうかがえますが、事業を行っていない集落等は農村環境の維持等を考えていないのではないかと危惧しています。そのような集落等に対してもアンケート調査を行った方がよいと思うのですがいかがでしょうか。
（事務局）

集落としてまとまっていないケースが考えられますので、どの方にアンケート調査を行うかが非常に難しいポイントになります。
（委員）

混住化が進んでいても、水利組合等の組織は残っているのではないでしょうか。

（事務局）
農業関係組織でこの事業に入っていない組織を対象に聞き取りを行えばよいと思いますが、設問については検討が必要であると思います。
何らかの形でアンケート調査はできると思いますが、全地域に調査を行うこと非常に難しいと思います。抽出という形では可能であると考えられますが、検討させていただきます。
（委員）
　　　地産地消等の取り組みを外部に発信することにより、この事業での取り組みがどんどん広がり、次へのステップにつながると思います。
（委員）
生産物の販路等に関する項目も重要なことだと思います。このようなことがわかる項目もアンケートに入れた方がよいと思います。
（事務局）

販路に関する項目はアンケートに入っています。また、PRの活動等の項目も入っています。収益についても、単価等を記入する項目も入っていまして、アンケートの内容が少し細かくなっています。

（農林水産事務所の発言）
　　　委託費について、活動組織だけではどうしてもできない部分を委託しているケースがあると聞いています。例えば、法面の草刈り等では機械を使用しなければならない部分がありますので、その部分だけは委託しています。活動組織だけで対応できる作業を全て委託しているわけではありません。

（委員）

100%全てを委託しているかが心配でしたが、全てを委託しているわけではないことがわかり安心しました。
